


初期消火とは

火事が発生したとき、出火の初期段階に行う消火活動です。

まだ火が小さい間に火を消し止めることで、大規模な火災の発生を防ぎます。

建物内で発生した火事の場合、初期消火の限界は炎が天井に届くまでといわれており、出火から 分程度

のごく短時間で行わなくてはなりません。


